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 令和４年１２月定例会議案説明資料目次
 

 【予算関係】
 　（一般会計）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　警察本部

議案番号 件　　　　　　名 課名等 頁

    
  議案第１号 　令和４年度鳥取県一般会計補正予算（第６号）

  
   

 １　債務負担行為に関する調書 ３～４
 

  
 ２　繰越明許費に関する調書 ５

 
 【予算関係以外】

 　（議　案）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

議案番号 件　　　　　　名 課名等 頁

    
   議案第15号 損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定につ 監 察 課 ６

  いて
  

 
   （報　告）

  報告番号 件　　　　　　名 課名等 頁

    
    報告第２号  議会の委任による専決処分の報告について

    
   （１）損害賠償に係る和解について（令和４年１１ 監 察 課 ７

    月７日専決）
    

    (２）損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定 監 察 課 ８
    について（令和４年１１月７日専決）

    
   (３）損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定 監 察 課 ９

 について（令和４年１１月７日専決）
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議案第１号

追加

期　　　間 金　　額 期　　　間 金　　額 国庫支出金 地 方 債 そ の 他

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

令和４年度
警察職員費

会計課 105,696
令和５年度から
令和７年度まで

105,696 64,711 40,985

警察学校等給食
業務、警察手数
料収納事務、県
民応接業務に係
る労働者派遣業
務

令和４年度
警察財産管理費

会計課 79,389
令和５年度から
令和７年度まで

79,389 1,290 78,099
警察施設保守管
理業務等

令和４年度
一般警察活動・人材育
成費

会計課 3,174 令和５年度 3,174 1,587 1,587 捜査員養成

令和４年度
交通安全施設整備費
（信号機等整備事業）

会計課 55,239 令和５年度 55,239 55,239
交通管制システ
ム保守

債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額
又は支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

事　　　　　項 課名 限度額
前年度末までの支出（見込）額 当該年度以降の支出予定額

左　 の 　財 　源 　内 　訳

備考特　　定　　財　　源
一般財源
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変更分

期　　　間 金　　額 期　　　間 金　　額 国庫支出金 地 方 債 そ の 他

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

補
正
前

6,080
令和５年度から
令和９年度まで

6,080 6,080

補
正

217,104
令和５年度から
令和１２年度ま
で

217,104 217,104

四輪用ドライビン
グシミュレータ賃
貸借及び保守、
各種講習業務

補
正
後

223,184
令和５年度から
令和１２年度ま
で

223,184 223,184

債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額又は
支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

事　　　　　項 課名 限度額
前年度末までの支出（見込）額 当該年度以降の支出予定額

左　 の 　財 　源 　内 　訳

備考特　　定　　財　　源
一般財源

令和４年度
安全運転講習費

会計課
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議案第１５号（その他） 監察課

条

例 損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定について

名

等

１ 提出理由

法律上県の義務に属する警察が取り扱った物品に係る管理の瑕疵による損害賠償につい

て和解し、及び損害賠償の額を定めることについて、地方自治法（昭和２２年法律第６７

提 号）第９６条第１項の規定により、本議会の議決を求める。

出 ２ 概要

（１）和解の相手方

理 倉吉市 個人

（２）和解の要旨

由 県は、損害賠償金３，５２０円を支払うものとすること。

（３）事件の概要

及 ア 事件の発生年月日

令和４年７月４日

び イ 事件の発生場所

鳥取県倉吉警察署内

概 ウ 事件の状況

鳥取県倉吉警察署所属の職員が、公務のため取り扱った和解の相手方所有のスマー

要 トフォンケースをスマートフォンから着脱するなどした際、同スマートフォンケース

を破損させたものである。
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報告第２号 監察課

件 議会の委任による専決処分の報告について

（１）損害賠償に係る和解について

名 （令和４年１１月７日専決）

１ 提出理由

法律上県の義務に属する交通事故による損害賠償に係る和解について、地方自治法（昭

和２２年法律第６７号）第１８０条第１項の規定により、令和４年１１月７日専決処分を

提 したので、本議会に報告するものである。

出 ２ 概要

（１）和解の相手方

理 米子市古豊千９４４番地４

有限会社青空オート 代表取締役 長谷川 愼 二

由 （２）和解の要旨

県側の過失割合を１０割とするが、和解の相手方は、損害賠償請求権を行使しないも

及 のとし、県は、損害賠償金を支払わないものとすること。

（３）事故の概要

び ア 事故発生年月日

令和４年２月１９日 午前９時４５分頃

概 イ 事故発生場所

米子市古豊千地内

要 ウ 事故の状況

鳥取県警察本部交通部交通機動隊所属の職員が、公務のため普通乗用自動車を運転

中、駐車場内で前進した際、右前方の安全確認が不十分であったため、駐車していた

和解の相手方所有の普通貨物自動車に衝突し、双方の車両が破損したものである。

＜参考＞

・ 相手方損害額 ０円（修理する意向がなく見積書未取得）

・ 県側車両損害額 １３８，１２７円
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報告第２号 監察課

件 議会の委任による専決処分の報告について

（２）損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定について

名 （令和４年１１月７日専決）

１ 提出理由

法律上県の義務に属する交通事故による損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定に

ついて、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第１項の規定により、令和

提 ４年１１月７日専決処分をしたので、本議会に報告するものである。

出 ２ 概要

（１）和解の相手方

理 鳥取市 個人

（２）和解の要旨

由 県側の過失割合を１０割とし、県は、損害賠償金１８９，６９１円を支払うものとす

ること。

及 （３）事故の概要

ア 事故発生年月日

び 令和４年６月２４日 午前１１時５７分頃

イ 事故発生場所

概 鳥取市立川町五丁目地内

ウ 事故の状況

要 鳥取県警察本部刑事部捜査第一課所属の職員が、公務のため小型乗用自動車を駐車

場内に駐車し、運転席ドアを開けたところ、強風にあおられ、隣に駐車してあった和

解の相手方使用の軽乗用自動車の前部左側ドアに接触し、同車両が破損したものであ

る。

＜参考＞

・ 損害賠償額 １８９，６９１円

うち、保険支払額１５９，６９１円、県費支出額３０，０００円（うち、保険契約に

よる免責額３万円）

・ 県側車両損害額 ０円
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報告第２号 監察課

件 議会の委任による専決処分の報告について

（３）損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定について

名 （令和４年１１月７日専決）

１ 提出理由

法律上県の義務に属する交通事故による損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定に

ついて、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第１項の規定により、令和

提 ４年１１月７日専決処分をしたので、本議会に報告するものである。

出 ２ 概要

（１）和解の相手方

理 米子市 個人

（２）和解の要旨

由 県側の過失割合を１０割とし、県は、損害賠償金８６，８８９円を支払うものとする

こと。

及 （３）事故の概要

ア 事故発生年月日

び 令和４年７月５日 午後３時５５分頃

イ 事故発生場所

概 米子市新開三丁目地内

ウ 事故の状況

要 鳥取県米子警察署所属の職員が、公務のため小型乗用自動車を駐車場内に駐車し、

助手席ドアを開けたところ、強風にあおられ、隣に駐車してあった和解の相手方所有

の小型乗用自動車の前部右側ドアに接触し、同車両が破損したものである。

＜参考＞

・ 損害賠償額 ８６，８８９円

うち、保険支払額５６，８８９円、県費支出額３０，０００円（うち、保険契約によ

る免責額３万円）

・ 県側車両損害額 ０円

- 9 -


